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　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ300　汚水・合流　宅内用（参考）

 ※砂 基 礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要
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　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ300　雨水　宅内用（参考）
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・鉄蓋の詳細については12章参照

・鉄蓋砕石基礎設置面積　A = 2.86 m2/10箇所

　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ300　汚水・合流　車道用（T-14,T-25)(参考）

※ 砂 基 礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要
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・鉄蓋の詳細については12章参照
・鉄蓋砕石基礎設置面積　A = 2.86 m2/10箇所

　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ300　雨水　車道用（T-14,T-25)(参考）
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 藤沢市マーク入蓋

 標　線 

勾配 2/100

180120

　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ200　汚水・合流　宅内用（参考）

ます底板

※ 砂 基 礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要
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　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ200　雨水　宅内用（参考）
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・鉄蓋の詳細については12章を参照すること。

・鉄蓋砕石基礎設置面積　A = 1.15 m2/10箇所
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　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ200　汚水・合流　車道用（T-14)（参考）

ます底板

※ 砂 基 礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要
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・鉄蓋砕石基礎設置面積　A = 1.15 m2/10箇所

（コンクリート製）

透水板　450×450×70

　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ200　雨水　車道用（T-14)（参考）
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・鉄蓋の詳細については12章参照

・鉄蓋砕石基礎設置面積　A = 0.77 m2/10箇所
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　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ200　汚水・合流　車道用(T-8)（参考）

ます底板

※ 砂 基 礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要
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・鉄蓋の詳細については12章参照
・鉄蓋砕石基礎設置面積　A = 0.77 m2/10箇所
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　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ200　雨水　車道用(T-8)（参考）
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・鉄蓋の詳細については12章参照

・鉄蓋砕石基礎設置面積　A = 0.77 m2/10箇所

　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ200　雨水　車道用(T-8)　浸透不可地域用（参考）

※ 砂 基 礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要
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・鉄蓋の詳細については12章参照

・鉄蓋砕石基礎設置面積　A = 1.15 m2/10箇所

　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ200　雨水　車道用(T-14)　浸透不可地域用（参考）

※ 砂 基 礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要
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　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ200　雨水　宅内用　浸透不可地域用（参考）

※ 砂 基 礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要
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・鉄蓋の詳細については12章参照

・鉄蓋砕石基礎設置面積　A = 2.86 m2/10箇所
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　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ300　雨水　車道用（T-14,T-25)　浸透不可地域用　(参考）

※砂基礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要
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　藤沢市型塩ビます標準構造図　φ300　雨水　宅内用　浸透不可地域用（参考）

※砂基礎

※砂地盤における砂基礎の設置については不要


